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                           Vol.１２      

                           第４号 

                                             

 ２０２１年 ６月 １日 

 

＜事務局から＞ 

 早くも 6 月に入り、紫陽花も見ごろとなってまいりました。皆さまにはお変わりな

くお過ごしのこととご推察申し上げます。  

新型コロナウイルスの感染対策として期待されるワクチン接種が、５月中旬から予約

状況も進み、感染者もようやく下げ止まりから下降局面に入ってきたようです。皆さま

はワクチン接種の予約はお済みでしょうか？  

 

さて豊実では、５月 30 日（日）から第 3 回奥阿賀国際アートフェスタがはじまり

ました。地元の新潟日報は２７日付の朝刊で紹介記事を掲載しています。ありがたいこ

とに、初日のイベントにも大勢の皆さまにお集まりいただきました。 

会期中（～６/２７）のストーンサークル会場や縄文アートミュージアム、ワークシ

ョップ会場の様子は随時 HPにも掲載してまいります。 

どうやら、”縄文”或いは”縄文人”は、これからの生き方やライフスタイルのキイ

ワードになるのではないか、我われはそんな予感すら感じております。 

６月１９日（土）に縄文道研究所理事長 加藤春一さんと佐藤さんの「縄文対談」が 

阿賀町の遊休施設から甦った「縄文アートミュージアム」で開催されます。どんな対談

となるやら、ご期待いただきたいと思います。 

 

 ５月３０日（日）は午後１時半から、ＮＰＯ法人コスモ夢舞台の 2021 年度通常総

会が開かれました。2020 年度の事業報告と決算書、2021 年度の活動計画と予算が

承認されました。詳しくは添付書類をご確認ください。 

 「縄文村づくり」については、改めて理事長から熱い決意が語られました。  

また、会員の入会と退会についての明文化が承認されました。情報の共有や運営上の

疑問点等について意見具申もあり、話し合いにより改善していくことで合意しました。 

（森紘一） 

＜直近のイベントスケジュール＞ 

〇第３回「奥阿賀国際アートフェスタ」  

会期５月３０日（日）～６月２７日（日） 

〇「縄文対談」加藤春一さんと佐藤さんの初対面対談（多方面から注目されています） 

６月１９日（土）１０：００～ 縄文アートミュージアム１階サロン 

NPO 法人コスモ夢舞台 

フクロウだより 
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特定非営利活動法人 コスモ夢舞台 

２０２１年度通常総会 次第 

 

 

日 時   ２０２１年５月３０日（日） 午後１時３０分 ～ 

 

場 所   阿賀町豊実 「和彩館」 

 

議 題    

１ 第１号議案 ２０２０年度事業報告について 

        

２ 第２号議案 ２０２０年度収支決算について 

 

      ３ 第 3号議案 ２０２１年度活動計画について 

         

      ４ 第４号議案 ２０２１年度活動予算について 

 

      ５ 第 5号議案 会員の入会及び退会規程の制定について 

  

      ６ 第 6号議案 「縄文村づくり」構想について   

 

      ７ その他 
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第１号議案  

２０２０年度 事業報告書（案） 

２０２０年４月１日～２０２１年３月３１日 

                         

特定非営利活動法人コスモ夢舞台 

 

 

１ 事業の成果 

   

2020 年度は、年頭から新型コロナウイルスの流行により全国的にコロナ禍

対応に追われた 1年であった。当法人においては、交流人口の拡大を目指しイ

ベント開催や外国人等の受け入れなど他地域からの来訪を期待して多くの活

動を行っているため県境を越えた移動の自粛、とりわけ海外との交流制限によ

りウファー等外国からの受け入れが困難になったことは、近年事業推進上大き

な存在となってきただけに影響が大きかったが、受入人数は減少したものの国

内在住の留学生を中心に来訪者があったことはありがたかった。その中にはそ

の後ことある度に来訪する者も現れ、今後戦力として育つことを期待している。 

  そのような厳しいコロナ禍のもと東京オリンピックをはじめ全国的にイベ

ント等の開催が相次いで中止や延期になる中、主要事業である第 2 回奥阿賀

国際アートフェスタ及び第 18回里山アート展を開催した。世の中閉塞感が充

満する中、当地域は美しい自然、広い会場、澄んだ空気のもと密のおそれが

ほとんどなく、むしろ安らぎや癒しの場を提供できるのではないかと考え開

催に踏み切ったところ例年以上の来場者があり好評であった。 

  しかし、ふるさとワーキングホリデイ及びスコップボランティアの両事業

は、コロナ禍により共催団体等の意向もあり中止することとなった。 
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２ 事業に関する事項 

〇 特定非営利活動に係る事業 

事業名 事業内容 実施日 実施場所 受益対象者の範囲および人数 

 

A 第１７回里

山アート展 

 

 

 

 

B 第２回奥阿

賀国際アート

フェスタ 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅽウファー等

外国人の受け

入れ 

 

 

 

 

Ⅾふるさとワ

ーキングホリ

デー 

 

Ｅスコップ・ボ

ランティア  

 

 

野外展示を中

心とした美術

展 

 

 

 

外国人と日本

人による野外

美術展 

 

 

 

 

 

 

 

主に外国人を

対象に食事・

宿泊を提供し

労働の提供を

受ける等の事

業 

 

県外の若者の

田舎生活体験

受入れ 

 

豊実地域除雪

作業ボランテ

ィアの受入れ 

 

１０/３ 

 ～ 

１０/２４ 

 

 

 

５/１８ 

＾～ 

６/２８ 

 

 

 

 

 

 

 

通  年 

 

 

 

 

 

 

 

豊実 

「いのちの

田圃」及び 

展示館 

 

   

豊実 

「昔の田ん

ぼ復活」エ

リア」 

「いのちの

田んぼ」エ

リア 

 

 

 

ホスト館ほ

か 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロ作家、一般参加者、会員等 

計３５点 

出展者：２４人 

（うち、外国人２人） 

来場者５００人 

 

出展数 ２９点 

外国人 ８人 ９点  

日本人 

 プロ作家 ３人  ８点 

 会員等  ９人 １２点 

ワークショップ 

 「いのちの田んぼ」エリア 

      5/16  5/17  5/18 

   作品 9点展示  

 

ウファー    １１人 

BookingCom  １４人 

    （2019.7～通算） 

 

 

 

 

コロナ禍で中止 

 

 

 

コロナ禍で中止 
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 第２号議案

　　　科　　　　　目 当年度 前年度 備　　　考

　経常収入

　　受取会費 399,000 351,000

　　　正会員会費収入 396,000 348,000 当年度３０人、前年度３人

　　　賛助会員会費収入 3,000 3,000 　１人分

　　受取補助金等 1,064,000 948,680

　　　受取助成金等 1,064,000 948,680

津川町（森林多面的活用112,000、コロナ対策100,000)　新潟県文化
振興財団270,000 EU.・ジャパン100,000 日報美術財団50,000  日本
芸術文化振興会132,000 niks地域活性化大賞（奨励賞）50,000
丸山育英会250,000

　　受取負担金 12,000 39,000

　　　受取参加費 12,000 39,000 里山アート展参加費　4人

　　受取寄付金 175,000 193,000

　　　協賛金収益 175,000 193,000 地元企業等１４社（人）

　　　支援金収益

　　雑収益 1,512,000 1,216,001

　　　受取利息 0 1

　　　雑収益 1,512,000 1,216,000 預り金等

　　　経常収入計 3,162,000 2,747,681

　経常支出

　　事業費

　　　渉外費

　　　旅費交通費 480,100 447,510

　　　通信運搬費 45,238 66,762

　　　設営・舞台費 620,661 516,092 里山アート展360,221  国際アートフェスタ260,440

　　　消耗品費 162,729 129,030

　　　事務消耗品費 4,795

　　　光熱水費

　　　修繕費 126,432 894,931

　　　印刷製本費 328,480 288,452 国際アートフェス記録集100,000　里山アート展記録集100,000

　　　燃料費 130,756 117,698

　　　諸謝金 174,412 285,000 森林保全関係105,000

　　　保険料 9,442

　　　備品購入費

　　　雑費 399,900 105,980 丸山育英会対象経費（滞在費）288,000

　　　　　小計 2,473,503 2,860,897

　　管理費

　　　旅費交通費 8,700

　　　通信運搬費 281,330 85,275

　　　消耗品費

　　　事務消耗品費 31,260 37,095

　　　修繕費 4,480

　　　印刷製本費

　　　保険料 364

   　 光熱水費 180,509 64,090

　　　諸謝金

　　　租税公課

　　　雑費 97,398 20,665

　　　　　小計 604,041 207,125

　　　経常支出計 3,077,544 3,068,022

　　　差　　　　　引 84,456 △320,341

　期首正味財産 △1,219,359 △899,018

　期末正味財産 △1,134903 △1,219,359

2020年度収支決算書
特定非営利活動法人コスモ夢舞台
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第 3号議案 

２０２１年度 活動計画書（案） 

２０２１年４月１日～２０２２年３月３１日 

特定非営利活動法人 コスモ夢舞台 

新型コロナウイルスは、インド株の変異ウイルスとなって全国的に感染が拡大してい

る。５月中旬からワクチンの集団接種も急速に進められる予定と報じられているが、新

たに全国的に緊急事態宣言の発令が懸念されるなど相変わらず不要不急の外出は自粛

が求められている。 

１年以上にわたるコロナ禍による自粛生活が続きコロナ慣れと見られるような状況

も現れてきている中、当地域の美しい景観、広大な空間、きれいな空気のもと時期には

ホタルが乱舞するジオトープ等自然の中でアート等に接する機会を提供することは、蜜

のおそれもほとんどなく、むしろ安らぎや癒しとなるのではないかと考え、例年どおり

事業を実施するとともに、国際アートフェスタのストーンサークル制作を契機に構想し

た縄文村づくりの実現に向けて取り組む。 

１ 第３回奥阿賀国際アートフェスタ 

 会場は「ストーンサークル」会場の阿賀町豊実狐窪（きつねくぼ）と「いのちの田圃」

（里山アート展会場）の二カ所となる。 

 今回の開催テーマ―を「縄文」として、メイン作品としてアート的に作成した「トー

ンサークル」を特別会場を設置して展示する。会場に隣接する「ミュージアム（阿賀町

役場から借り受けた施設）」が隣接しており、こちらにも様々な縄文をテーマとした作

品やオブジェが展示される。古代縄文人がどんな思いで、どんな祈りを込めて生活して

いたかに思いをはせる良い機会になるのでないか。 

２ 第１８回里山アート展 

「アートと生活～そしてリサイクルとアートを考える」をテーマとした野外美術展。

会期は１０/２（土）～１０/２３（土）の２２日間。アートを通じて過疎の集落が元気

であることを、関東首都圏や県内外にＰＲしていく。コロナ禍におびえることなく、青

空の下、開催を迎えたい。 

１． 「縄文村づくり」構想の取組み 

国際アートフェスタの「ストーンサークル」の作成を契機に地域の文化遺産である「縄

文」を焦点として地域活性化の切り札にしたいと「縄文村づくり」を構想した。この壮

大な構想の実現には、当法人だけでは設置運営面ともに課題が多く関係団体等とも協議

して役割分担を明確しながら順次着実に取り組みたい。 

４ シンポジウム 

 地域活性化シンポジウムとして、豊実への移住・定住の支援についても、当法人の取

り組む実例を参考に、地元と都市部の皆さんで語り合う。 
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第4号議案

1　収入

科　　目 予算額 内　　　　　　　訳

会費 399,000 12,000×33人=360,000   3,000×1人=3,000

助成金 611,000
阿賀町森林保全112,000　      日本芸術文化振興基金179,000
新潟日報美術財団50,000　　新潟県文化振興財団 270,000

協賛金 200,000 企業及び個人

参加費 15,000 アート展出品参加費　3,000×5人＝15,000

雑収入 312,000 寄付金等

合計 1,537,000

２　支出

科　　目 予算額 内　　　　　　訳

里山アート展 560,000
設営費355,000、旅費等56,000、ポスター等34,000,
通信15,000、図録100,000

国際アートフェスタ 753,000
  設営費350,000　ポスター等作成費60,000  図録100,000
 交通費等（作家等）40,000  宿泊費（作家、外国人）203,000

交流人口拡大推進 62,000 ワーキングホリディ37,000  スコップ・ボランティア25,000

森林保全事業 112,000 謝金等300,000、消耗費200,000

事務局費 50,000 会報等印刷・送料、消耗品費

合計 1,537,000

２０21年度　活動予算書（案）

特定非営利活動法人　コスモ夢舞台

２０２１年４月１日～２０２２年３月３１日
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第５号議案 

会員の入会及び退会取扱い規程（案） 

 

（趣旨） 

第１条 会員の入会及び退会の取扱いについては、定款に定めのあるほかこの

規定に定めるところによる。 

（入会手続き） 

第２条 入会しようとする者は、入会申込書の提出にあわせ当該年度の会費を

納入しなければならない。 

２ 入会年度の会費の額は、入会しようとする月からその年度 3 月までの月数

に千円を乗じた額とする。 

（会員資格取得時期） 

第３条 前条第１項の双方が受理されたとき会員資格を取得したものとする。 

(会費未納の取扱い) 

第４条 定款第９条第３号の規定により会員資格を喪失したとみなされたとき

は、会員名簿から削除する。 

２ 会員を喪失したとみなされる者が、その後、未納の会費を納めたときは会

員の資格を回復し、会員名簿に登載する。 

 

 附則 

この規則は、令和 3年 5月 30日から施行する。 
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第 6号議案 

「縄文村づくり」構想について 

「縄文村」の建設構想については、別紙イメージ図のように構想している。建設期間と

して 3か年を見込んでいる壮大な計画であり、当法人だけで設置運営するには課題も多

いので、関係団体などと協議等をして役割を明確にしながら実現に向けて着実に取組み

たい。 

 

 

 

     （イメージ図 添付） 
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